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の 7 章より構成されている o
第 1 章では生産システムの設計と評価に関する現状と課題，ならびに現在の技術動向についてまとめた後，本論文
の目的，研究の位置づけ，ならび、に論文構成の概要を述べている o




































オブジェクト，情報， タスク，時間，目的，機能，状態，環境の 9 項目と生成，消去，変更，授与，取得の 5 行
為の組み合わせにより構成できることを明らかにしている。さらにグループ，ポスト，組織，業務の 4 項目と変
換，移動，伝達の 3 行為を加えることで組織全体の業務遂行の諸概念を統一的に取り扱えることを示しているo
(2)前述の項目と行為から表現される組織的業務遂行に関する個々のデータを，組織ー仕事一時間の 3 つの軸で張ら
れる空間に有機的に構造化する手法を新たに提案し，そのデータモデルと表記法を明確にしている。また， この
手法に基づき組織構造，仕事の流-れ，情報伝達などの組織的業務遂行に関する多様でかっ断片的な'情報をデータ
ベースに組織化するシステムを開発し，組織的業務遂行に関わる諸情報の計算機モデリングが可能であることを，
自動車会社の新車開発プロジェクトの例などを用いて検証している。
(3)モデリングされた組織的業務遂行のデータベースに対して， 3 次元グラフィック・ユーザ・インタフェースによ
る組織的業務の直観的理解の支援，多面的観点からの情報抽出による業務分析支援，および業務改善を目的とし
た業務形態設計支援などの手法を開発し，組織的業務遂行をモデリングすることの有用性と拡張性を示している。
以上のように，本論文は従来，工学的に取り扱われてこなかった組織的業務遂行の領域に対して，明確な概念の定
義に基づくモデリングの手法を導入し，計算機による形式的表現と操作が可能であることを示した点は，設計生産に
おける組織的業務遂行の高度化とともに，生産工学の新たな分野の開拓に寄与するところが大きい。よって，本論文
は博士論文として価値あるものと認める o
